
プレミアムインバウンド向け 日本文化体験ツアー ストーリー 

 

「刀に込められた精神 ～東山道と武士の心と職人の技を体験する旅～」 

1. 序章：日本文化への招待 

訪問者は、日本の美しさと精神性を深く体験するため、栃木県那須郡の「菜花の庄」

に足を踏み入れる。ここは自然豊かな農園民泊であり、四季折々の景色と共に、武

士道の精神、職人の技、日本の食文化を体験できる場所である。 

到着後、地元の有機野菜と米を使った伝統料理で心を落ち着かせながら、ツアーの

目的が語られる。 「日本文化は、見て楽しむものではなく、体験することで初めてそ

の本質が理解できる。今回の旅では、あなた自身が武士であり、職人であり、自然と

共に生きる者としての精神を学ぶことになる。」 

2. 第一章：武士道と居合 ～心を整える～ 

初めに、居合の基礎を学ぶ。刀を抜く所作には、精神統一、集中力、そして相手と自

分を尊重する心が宿る。 

体験者は、道場にて師範の指導のもと、剣を振るうのではなく、「正しく抜く」ことの奥

深さを知る。 

この修行を通じ、武士道の根幹である「静と動」「礼と心」を学ぶ。 

3. 第二章：武士の刀は鍛冶の魂 ～刀鍛冶体験と小刀作り～ 

居合の精神を学んだ後、体験者は日本の伝統工芸の世界に足を踏み入れる。 

現代の刀鍛冶師の指導のもと、鉄を熱し、叩き、鍛える。 

これは単なる金属加工ではなく、「己を鍛える」行為でもある。 

火花が散る中で、参加者は己の精神が鉄のように鍛えられていくことを感じる。 

最終的に、自らの手で小刀を仕上げる。 

「この刃は、あなた自身の努力の証。この旅の記憶と共に、あなたの人生に生き続け

るでしょう。」 

4. 第三章：大地の恵みと日本の食 ～有機農業と伝統料理体験～ 



鍛冶の後、参加者は再び自然の中へ戻る。 

地元の有機農園で、自らの手で野菜を収穫し、その食材を使った料理を学ぶ。 

ここでは、「命をいただく」という感謝の心を学びながら、日本の食文化と自然との共

生を体感する。 

和食の精神は「五味五色五法」にあり、視覚・味覚・調理法すべてに調和が求められ

る。 

武士が戦いの前に食事を整えたように、心と体を整える重要な時間となる。 

5. 終章：旅の終わりに ～己を映す鏡としての刀～ 

最後に、作り上げた小刀を手にしながら、この旅で得たものを振り返る。 

「あなたが抜いた剣、あなたが鍛えた刃、あなたが育てた食。それらすべてに、あなた

自身の精神が宿っている。」 

旅の終わりは、新たな自分を発見する瞬間でもある。 

そして、参加者は一つの言葉を胸に刻む。 

「刀を持つことは、人を斬るためではなく、自分を律するためである。」 

このツアーの価値 

• 五感を通じて日本文化を理解する 

• 精神と身体を鍛え、己を見つめ直す 

• 現代では味わえない本物の日本体験 

• 伝統工芸を学び、自らの手で作品を生み出す 

この旅を終えたとき、参加者はただの観光客ではなく、 

日本文化の一部を心に刻んだ「旅の武士」となって帰国する。 


